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解題 

金融会社は壬午事変があった明治 14 年(1881)に設立され、明治 26 年に小千谷銀行と改称し、大正 6年(1917)第

四銀行と合併した。設立直前の明治 9年には萩の乱、10 年西南戦争、11 年証券取引所条例と経済を圧迫する事件が

多発した時期と経済活動に関する諸条例・制度ができ始めたころである。 

小千谷には江戸時代には天領であり陣屋が置かれていたが、明治元年に民生局が置かれ、明治 12 年には北魚沼郡

役所が設置された。北魚沼郡の中心ではあるが、どこにでもある農村であった。 

小千谷町とその周辺市町村の地場産業を支援する目的で金融会社は設立されたが、まだ会社設立といっても商法

が明治 32 年に施行される前の状態であった。当然、設立時点では現在のような会計制度はなく、会社弁をもって現

在の組合のような「会社」を作ったようである。 

金融会社については編纂された資料がほとんどない。往々にしてありがちなことであるが、吸収合併された方の

会社の歴史はあまり残っていないものである。金融会社もその例にもれず、『第四銀行八十年史』においても吸収さ

れた「金融会社」のちの「小千谷銀行」の詳細は記載されていない。 

金融会社の設立者の一人である西脇国三郎は、第四銀行の設立者の一人である西脇清一郎は養子として西脇家に

入り、大株主の西脇国三郎と親戚関係にあった。この関係が第四銀行への吸収合併に大きく影響を与えたのかもし

れないが、設立当時は西脇一族の保有比率はわずか 5%程度であること、また当初の提携先は国立六十九銀行である

ことに注目したい。 

この資料から注目すべきは以下のとおりである。 

 

１ 創設当時の出資者と信頼関係 

先述したように、金融会社は法律上の定めがない状態で、設立者と出資者、出資者間の信頼関係によって設立さ

れている。しかも、1 株 100 円という当時としてはかなり多額の金額を出している。また、設立当初から株式の売

買がなされているが、この当時は取引所は存在せず全て相対取引であった。この出資者間の信頼関係はかなり強固

のものであると考えられる。 

農業特に越後上布の原材料である商品作物を中心として生産している地方において、コミュニティ内及びコミュ

ニティ間の信頼関係を明確に表したものである。 

 

２ 物理的地理的環境 

新潟に馴染みのない人のために地図で説明しよう。新潟の市町村は、現在の新潟市とその付近の新潟平野を除い

て、ほとんどが山間部或いは盆地にある。今回取り上げる金融会社の本店である小千谷もほとんどが山であり、松

之山街道の宿場町であったとはいえ三国街道から一歩脇道に入ったところにある。現在では道路と橋が整備されて

いるため徒歩では 20 時間程度で着くようだが、当時は川船により上流は六日町、下流は新潟港まで行き来できたと

はいえ、庶民が日常的に移動できるような状況ではなかった。川船での移動では、その当時は季節にもよるが新潟

港から小千谷まで 4～5日、小出まではさらに 1日程度かかる状態である。冬の間は、新潟―三条間は積雪 30セン

チ程度まで、長岡になると 1m 以上、小千谷から小出は 2-3m となる地域である。 

地域と積雪の多い地域では冬の間の行き来がほとんどできなくなるため、積雪がほとんどない地域の隣町に対す

る位置づけはかなり違う。さらに、地図を見て明らかなように、小千谷から南は群馬まで急峻な山が続いており、

移動が困難な自然条件がある。 
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図１ 金融会社と提携金融機関の位置関係 

 

Google Map で筆者が作成 
 
この地図には、金融会社の本店 (現在の第四銀行小千谷支店)と金融会社の最初の支店（魚沼市役所小出支所付近）、

提携した国立六十九銀行（現在の北越銀行本店）と当時の第四銀行本店（新潟市中央区住吉）、をプロットした。 

これによると信濃川沿いに提携先があることがわかる。 

 

３ 行政区など社会的環境 

先述したように、魚沼郡は天領で小千谷はその陣屋が置かれていた土地である。一方、その天領に接していたの

が長岡藩であるが、三国街道ではつながっていない。三国峠は、現在の群馬県高崎市から新潟市につながる街道で

あるが、六日町宿（新潟県南魚沼市）、五日町宿（新潟県南魚沼市）、浦佐宿（新潟県南魚沼市）、堀之内宿（新潟県

魚沼市）、川口宿（新潟県長岡市の飛び地）、妙見宿（新潟県長岡市）、六日市宿（新潟県長岡市）長岡宿（新潟県長

岡市）、与板宿（新潟県長岡市）、地蔵堂宿（新潟県燕市）と平成の市町村は合併でかなり大きくなっているにもか

かわらず、未だに小千谷市を経由していない。 
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図２ 出資者が多い地域 

 
Google Map で筆者が作成 

 
 
プロットしたのは同一市町村で 5 人以上の株主がいるところである。 

 

  当時の地名 現在の地名 

①  北魚沼郡小千谷町 小千谷市本町 

②  中魚沼郡真人村 小千谷市真人 

③  三島郡高梨村 小千谷市高梨 

④  三島郡片貝村 小千谷市片貝 

⑤  中魚沼郡仙田村 十日町市仙田 

⑥  北魚沼小出島村 魚沼市小出島町 

⑦  刈羽郡比角村 柏崎市比角 

⑧  刈羽郡柏崎町 柏崎市中央 

⑨  三島郡寺泊町 長岡市寺泊町 

⑩  三島郡飯塚村 長岡市岩塚 

⑪  刈羽郡横沢村 長岡市小国町 

⑫  三島郡来迎寺村 長岡市来迎寺 

⑬  北魚沼郡西川口村 長岡市川口 
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これを見ると刈羽郡、魚沼郡、三島郡といった柏崎代官所の管轄のほうが、旧長岡藩の地域より圧倒的に多いこ

とがわかる。人の往来が自由になって 10 年以上経過し、信濃川を利用したほうが行きやすいにもかかわらず、不便

な山越えをしてまでも以前の行動慣習が続いている。 

 

４ 産業の状況 

南北中魚沼郡は、天平年間より苧麻による越後縮布を商品作物として栽培し、加工したものを県外に販売してい

た。地形の問題から米作にはなかなか向かない土地が多く、米は買わざるを得なかった農家もあったようだ。 

そういった中で、米価は明治 10 年から 13 年にかけて 1 俵 4 円 28 銭と 3 倍の値段に高騰した1。西南戦争とその

経済的後始末、軍の拡充による財政的問題の影響である。小千谷市史によれば、当時の小千谷町周辺町村の農民は、

これをきっかけに借金を増やしていったとある。地主制度があったとはいえ、300 人以上が出資していたわけであ

るが、当時の状況からみると頼母子講とあまり区別がつかない状態で出資していた可能性がある。 

一方、この当時の古志郡から刈羽郡にかけては、石油の掘削が本格化した頃である。まだ上総掘りによる採掘が

中心であり、徐々に機械化による資金不足と投機資金の流入、大都市への灯油販売と決済と大規模資金を扱うよう

になる。今回は取り上げないが、農産物と繊維産業の金融会社と鉱業と機械の長岡の国立六十九銀行(現在の北越銀

行)や長岡銀行(同じく現在の北越銀行)との関係が興味深いところである。 

 

５ 提携および合併の経緯 

金融会社は後に小千谷銀行となり、更に第四銀行に吸収合併される。しかし、金融会社の初年度の提携先は国立

六十九銀行と三条会社（銀行類似会社）であり、新潟港付近に本店を構える第四銀行と提携するようになるのは数

年後である。 

金融会社の設立者は西脇家が大きくかかわっているが、先述したように設立当初の持ち株比率は 5%である。同時

に第四銀行の取締役もこの一族から出ているが、商売上の利便性を考えれば第四銀行とすぐに提携する方が得策で

はなかったのか。 

一方、ランプ会メンバーである山田権左衛門（六十九銀行頭取）は、金融会社の設立者で大株主であった。ラン

プ会は六十九銀行の設立とともに解散しており、六十九銀行の準備組織だった側面がある。こういったことから、

早くから六十九銀行と提携に至ったのは想像に難くないが、合併に至らなかったのはなぜだろうか。 

 

以下資料は、当時は縦書きで全て漢数字であったが、読み易くするために日付、利子率、金額の一部はアラビア

数字と横書きにしてある。 

  

                                                        
1 新潟県片貝町農業行動組合(1978),『天明後米一俵価格表』,長岡市立図書館所蔵 
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第一回実際効果状 

新潟県越後国北魚沼郡        責任 金融会社 

小千谷町本町第百三十三番地   有限 

 

明治十四年二月五日ヨリ同十二月三十一日ニ至ル迄十ヶ月二十四日間当会社ニ於テ実際施行シタル業務並ニ其ノ創

立ノ顛末及諸勘定ノ各項ヲ精査シ今之ヲ蒐集シ以テ株主各位ニ報告スル件々左ノ如シ 

○会計会社設立ノ事 

1 当会社設立ノ義ハ事ヲ金融ノ便ヲ助ケ物産商業ノ興隆ヲ祈願シ十三年十一月西脇吉郎右衛門山口権三郎山田権

左衛門大塚益郎蕪木八郎右衛門ノ五名発起人トナリ最初資本金拾五万円ノ目的ヲ以テ有志ヲ募集セシニ応募ノ金額

目的ヨリ拾万円ヲ超過セリ因リテ発起人協議シ資本金弐拾五萬円ニ改メ十四年二月五日ヲ期シ株主総会ヲ開キ役員

選挙定款調印及券金収納等ノ手続キヲ報告セリ是レ一月二十三日ナリ其後尚続々申込アリ其金額二万五千円ニ上レ

リ因テ二月五日総会席ニ於テ右過額ノ申込ヲ謝絶センカ将タ更ニ二万七千円ヲ増加シ参拾万円ヲ以テ結了スベキカ

ノ二途ニ分チ其決ヲ取リシニ増加ノ投票十分ノ七以上ニ付三十万円ニ決セシニ席上直ニ増加ノ金額満備シ各定款ヘ

捺印シ創立願書ヲ添ヒ之ヲ本県庁ヘ上進シ創立事務取扱所ノ名称ヲ以テ二月五日ヨリ仮ニ其業務ヲ取扱ヒ四月十四

日県庁ノ充許ヲ得其旨北魚沼郡役所小千谷警察署及戸長役場ヘ届ケ始テ金融会社ノ名号ヲ掲表セリ 

 

○株主総会ノ事 

1 当会社一回株主ノ総会ヲ 14 年 2月 5日小千谷町照専寺内ニ開場シ左ノ件々ヲ議決セリ 

1 資本金 5万円ヲ増加シ 30 万円トナスコト 

1 右増加ノ 5万円ハ利子ノ都合ニ因リテ 3月 2日 10 分ノ 4（則 2万円）ヲ持チ込ムコト 

1 取締役ハ株主ノ衆望ヲ以テ西脇国三郎山口権三郎大塚益朗久保田弥三右衛門山本庄左衛門高野又七西脇寛蔵弘

人氏ノ 7名之ニ任スル事 

1 生糸製出ノ季節ニ至レハ北魚沼郡小出島ヘ当会社出張所ヲ開設スル事 

1 金融ノ便ヲ量リ銀行或ハ他ノ会社ト為換取組ニ付此抵当系統準備ノ為時宜ヲ見公債証書ヲ買入レル事 

 

○諸御達願伺届等ノ事 

1 14 年 7月 26 日証券印紙売捌方ヲ北魚沼郡役所ヘ出願シ同月 28 日其充許可ヲ得テ爾来之ガ売捌ヲ為セリ 

1 北魚沼郡小出島ヘ出張店開設ノ義ヲ 14 年 8月 23 日北魚沼郡役所へ届出セリ 

1 小千谷警察署新築ニ付当会社ヨリ金 40 円 14 年 11 月 7 日献納セリ 

○本店景況ノ事 

1 当会社当回営業上ノ景況ハ本冊各科ニ載セテ審明スレバ茲ニ贅セス 金融ハ 2月ヨリ 3月迄ハ観ル緩慢ナリシモ

4 月ヨリ漸時繁忙ヲ来シ来 7 月迄ハ其間ニ小差ナキニアラズト雖モ概シテ繁忙ナリキリ 8 月ニ入テ稍ヤ余裕ナリシ

モ復タ同月下旬ヨリ次第ニ多忙ニシテ 11 月 12 月ノ間ハ最モ繁忙ヲ極メタリ 

 

○小出島出張所ノ景況 

1 小出島出張店14年8月23日小出島伊藤仁兵衛ノ自宅ヲ借受開店シ本店手代斎藤九一郎ヲ以テ事務ヲ取出扱セ同

所高木権太郎伊藤仁平衛ヲ商議委員トナシ事務整理セシム地方生糸ノ取引漸終了セシニ付 12 月 20 日事務本店ニ引

取タリ当時の価格非常ニ騰貴セシカ為メ商人賢進ニ随テ金融繁忙ヲ極メタリ 

 

○金銭出納ノ事 

１ 明治 14 年 2月 5日ヨリ 12 月 31 日ニ至ルニテ 298 日間（会社定式休業日及一般ノ祝祭日ヲ除ク）当会社ニ於テ

金銭出納ノ総額左ノ如シ 

1 金 94 万 1,007 円 3５銭 1厘   当回入金高 

1 金 92 万 7,532 円 27 銭５厘   当回出金高 
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右ノ出納総額今之ヲ一日ニ平均スレバ其員額左ノ如シ 

  入金額  3,178 円 21 銭 3 厘 

  出金額  3,112 円 52 銭 4 厘 

 

○定期預金ノ事 

1 当回ノ定期預金ノ額左ノ如シ 

1 金 1 万 500 円   当回預リ金 

  内 

金 8千円   当回払戻高 

差引金 3,500 円   現預リ高 

 

右定期預リ金ハ本年金融ノ必迫ナルカ故ニ定規ノ利子ヲ以テ預レルモノナリ唯タ当会社ニテ一時ノ融通を稗補セン

ガ為預リシモニテ利子ハ低キ者年 1割 2分高キ者年 1割 6分期限ハ 23 ヶ月或ハ５６ヶ月ナリ 

 

○公債証書ノ事 

1 当回売買シタル諸公債券証書ノ総額左ノ如シ 

1 七朱金禄公債証書券面 200 円 

此対価 226 円 

1 八朱秩禄公債証書ヲ紹券面 250 円 

此対価 217 円 50 銭 

合計券面高 450 円 

此対価 343 円 15 銭 

内 売渡ナシ 

 

○貸付金ノ事 

1 当回貸付タル金額左ノ如シ 

1 金 79 円 3,735 円（口数 1,099 口） 

当回貸付高 

   内 49 万 400 円（口数 813 口） 

当回返金高 

差引 

金 30 万 3,335 円（口 377 口） 

現貸付高 

右貸付金ハ抵当貸アリ信任貸アリ斯ノ信任貸付タルヤ身元確実ナル借主ニシテ慥ル弁償人加判ヲ要ス抵当貸ノ抵

当品種類ハ諸公債証書諸銀行及諸会社株式当会社受領証他所縮布生糸青苧紬紙綿等ナリ利子ハ其低キ者年 1 割 34

分ヨリ 1割 2分ニ止マリ高キ者ハ 1割 78 分ヨリ 2割ニ至ル期限ハ長キ者 6ヶ月短キ者ハ半月或ハ 12 ヶ月ナリ 

 

 

○株式売買譲与ノ事 

1 当回株式売買スル者左ノ如シ 

月日 売譲渡人 株数 代価 買譲受人 

4 月 27 日 安達久賀 5 元価 山岸仙左衛門 

6 月 1日 斎藤九一郎 1 同 織田与吉 
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6 月 2 日 鈴木善三郎 2 同 樋口和作 

6 月 18 日 瀧沢雄平太 3 同 高橋新十郎 

9 月 28 日 五十嵐静 1 同 西脇国三郎 

9 月 28 日 丸山清四郎 1 同 西脇国三郎 

10 月 1 日 解良藤作 2 同 渡部辰太郎 

11 月 13 日 柳瀬利右衛門 1 同 高木権太郎 

11 月 20 日 貝瀬伊八 1 同 小杉初右衛門 

11 月 30 日 貝瀬佐平太 1 同 同人 

12 月 5 日 仲吉左衛門 5 同 山本庄左衛門 

12 月 6 日 久保田孫右衛門 100 遺産トシテ無代価 久保田勢津 

12 月 10 日 久保田八三郎 5 元価 須藤清左右 

12 月 10 日 高橋新一郎 3 同 須藤清左右 

12 月 14 日 西脇寛蔵 5 同 田中仁四郎 

合計 15 名 143 株  14 名 

 

○為換取組先ノ事 

当会社為換取組先者現在今左ノ如シ 

長岡町第六十九国立銀行   三條町三條会社 

 

○役員ノ事 

1 明治 14 年 3月 5日株主総会ニ於テ西脇国三郎山口権三郎大塚益郎久保田弥三右衛門山本庄左衛門高野又七西脇

寛蔵ノ 7名取締役ニ選挙セラレ取締役ノ互選ヲ以テ西脇国三郎ヲ頭取ニ山口権三郎大塚益郎久保田弥三右衛門ハ非

常勤取締ニ山本庄左衛門西脇寛蔵常勤取締役ニ高野又七ハ取締役兼支配人トナリシモ同人ハ都合ニ因リ之ヲ固辞セ

リ因テ西脇寛蔵ヲ以テ取締役兼支配人トス取締役久保田弥三右衛門ハ 11 月病死ヲ以テ其任ヲ解ケリ 

 

 

1 当会社役員総数ハ左ノ如シ 

等級  一等 二等  三等 四等 五等 

月給  20 円 15 円  15 円 10 円 8 円 

職名 頭取 常勤取締役 支配人 手代 手代 

     非常勤同 

人員 1 人 常勤 1人 1 人 1 人 1 人 

     非常勤 1人 

 

 

○営業総勘定ノ事 

借方負債ニ掲スル分 

1 金 30 万円  禄  金 

1 金 1,000 円   他店勘定 

1 金 3,500 円   定期預金 

1 金 26,500 円 66 銭６厘  当回利益金 

合計金 331002 円 66 銭 6 厘 

 

貸方資産ニ属スル分 
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1 金 30 万 3,335 円 貸付金 

1 金 217 円 50 銭 秩禄公債証買入代 

1 金 32 円 91 銭 5 厘 証券印紙売捌方 

1 金 724 円 36 銭 当座勘定 

1 金 650 円 家屋土蔵買入代 

1 金 153 円 9 銭 什器買入代 

1 金 367 円 23 銭 5 厘 創業入費 

1 金 5821 円 49 銭 補正利子 

1 金 1 万 9,575 円 7 銭 6厘 金銭有高 

合計金 33 万 1,002 円 66 銭 6 厘 

 

○損益勘定ノ事 

1 金 2 万 8,708 円 35 銭 9厘 貸付金利子 

1 金 27 円 公債証書利子 

1 金 12 円 87 銭 5 厘 証券印紙売捌手数料 

合計 金 2万 8,704 円 23 銭 4 厘 

 

   内 

金 632 円 81 銭 8 厘  預リ金利 

同 850 円  役員 給料 

同 64 円 65 銭 6 厘 旅費 

同 206 円 46 銭 4 厘 営業費 

同 40 円  警察署新築献金 

同 15 円 会社税金 

金 436 円 63 銭 雑費 

小計 金 2,245 円 56 銭 8 厘 

差引 

残金 2万 6,502 円 66 銭 6 厘  純益金 

 

内  

純益金 100 分ノ 2 

金 530 円  役員賞与金 

金 400 円  同 100 分ノ 15  

創業入費消却及ヒ 

地所家作積金 

同 100 分ノ 57 

金 1,500 円  積立金 

金 2万 4,000 円 株主配当金 

但 1 株 100 円ニ付 8 円ノ割合ニシテ 2 月 5 日ヨリ 10 月 1 日迄 5 回納金ニ（2 月 5 日 4 月 1 日 6 月 1 日 8 月 1 日 10

月 1日）納期ニ対照スレバ 12 月 31 日迄平均 6ヶ月 9分 4厘余即チ年 1割 3分 8厘強 

金 72 円 66 銭 6 厘   後半季繰越金 

右者明治 14 年 2月 5日ヨリ 12 月 31 日ニ至ルマデ実際ノ処務の効課状前書ノ通相違無者候也 
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責任有限金融会社 

同兼支配人  西脇寛蔵 

同 山本庄左衛門 

同 大塚益朗 

取締役 山口権三郎 

取締 西脇国三郎 

株主各位御中 

 

第 1回明治 14 年 12 月 31 日 金融会社株主姓名表 

西脇吉郎右衛門 北魚沼郡小千谷町 250 25,000 

西脇国三郎 北魚沼郡小千谷町 182 18,200 

山口権三郎 刈羽郡横沢村 180 18,000 

大塚益郎 三島郡片貝村 120 12,000 

久保田勢津 北魚沼郡小千谷町 100 10,000 

西脇義一郎 北魚沼郡小千谷町 70 7,000 

山本庄左衛門 北魚沼郡小千谷町 55 5,500 

目黒徳松 北魚沼郡須原村 50 5,000 

高橋九郎 三島郡宮川新田 50 5,000 

山口達太郎 刈羽郡横沢村 50 5,000 

西脇寛蔵 北魚沼郡小千谷町 43 4,300 

山本利三郎 北魚沼郡小千谷町 40 4,000 

高野又七 北魚沼郡小千谷町 35 3,500 

西脇新次郎 北魚沼郡小千谷町 35 3,500 

大塚定吉 北魚沼郡小千谷町 32 3,200 

山田権左衛門 三島郡七日市村 30 3,000 

蕪木八郎右衛門 中魚沼郡十日町村 30 3,000 

佐藤伊左衛門 北魚沼郡下条町 30  3,000 

西脇利三郎 北魚沼郡小千谷町 30 3,000 

山本卯兵衛 北魚沼郡小千谷町 30 3,000 

長谷川九重郎 三島郡塚之山村 30 3,000 

山口政治 刈羽郡横沢村 30 3,000 

木村儀平 古志郡長岡町 30 3,000 

星野権六 北魚沼郡小千谷町 25 2,500 

大竹貫一 南蒲原郡中之島村 20  2,000 

古田島清作 北魚沼郡中山村 20 2,000 

増田太郎吉 中魚沼郡仙田村 20 2,000 

松原仁左衛門 北魚沼郡小出島村 20 2,000 

平沢市兵衛 北魚沼郡小千谷町 20 2,000 

野沢小左衛門 北魚沼郡小千谷町 20 2,000 

米岡平八 北魚沼郡小千谷町 20 2,000 

関与三兵衛 南魚沼郡浦佐村 20  2,000 

山田弥平 西蒲原郡地蔵堂町 20 2,000 

広川利兵衛 北魚沼郡小千谷町 17 1,700 

仲吉左衛門 北魚沼郡小千谷町 15 1,500 
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久保田八三郎 北魚沼郡小千谷町 15 1,500 

佐藤友右衛門 中蒲原郡水原村 15 1,500 

木村東眠 北魚沼郡小千谷町 15 1,500 

田中松兵衛 北魚沼郡小千谷町 15  1,500 

五十嵐麗景 北魚沼郡小千谷町 15 1,500 

宮本喜右衛門 北魚沼郡小千谷町 15 1,500 

久保田忠三郎 北魚沼郡小千谷町 15 1,500 

平野孝右衛門 北魚沼郡小千谷町 15 1,500 

永井又九郎 三島郡来迎寺村 15 1,500 

高橋清三郎 三島郡片貝村 13 1,300 

品田金三郎 北魚沼郡小千谷町 12 1,200 

田中市兵衛 北魚沼郡小千谷町 12 1,200 

佐藤常吉 中魚沼郡真人村 12 1,200 

洲崎清作 刈羽郡比角村 12 1,200 

平沢幸吉 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

星野忠吉 北魚沼郡西千谷川村 10 1,000 

佐藤菊右衛門 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

渡辺太左郎門 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

大塚半兵衛 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

野沢七兵衛 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

荻野次郎松 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

野口保吉郎 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

久保田宗次郎 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

大塚伝八 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

須藤伝兵衛 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

田村三右衛門 北魚沼郡小千谷町 10 1,000 

笹川俊蔵 西蒲原郡五野上村 10 1,000 

古田島泰三郎 北魚沼郡中山村 10 1,000 

酒井喜七郎 北魚沼郡田尻村 10 1,000 

関矢橘太郎 北魚沼郡並柳村 10 1,000 

伊藤吉右衛門 北魚沼郡小出島村 10 1,000 

柳沢弥七 北魚沼郡小出島村 10 1,000 

真島松右衛門 北魚沼郡川口村 10 1,000 

宮島辰治郎 北魚沼郡土川村 10 1,000 

篠田庄五郎 北魚沼郡稗生村 10 1,000 

風間与四郎 北魚沼郡須原村 10 1,000 

中村宗次郎 北魚沼郡東川口村 10 1,000 

押木良平 中魚沼郡仙田村 10 1,000 

佐藤七郎治 中魚沼郡真人村 10 1,000 

平沢長一郎 中魚沼郡真人村 10 1,000 

長谷川銀右衛門 中魚沼郡下組村 10 1,000 

佐藤佐平治 三島郡片貝村 10 1,000 

武澤茂平 刈羽郡柏崎町 10 1,000 

広井幸四郎 三島郡飯場村 10 1,000 
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今井茂作 刈羽郡柏崎町 10 1,000 

遠藤亀太郎 三島郡福田村 10 1,000 

岡村佐忠 三島郡浦村 10 1,000 

神子島五蔵 南蒲原郡三條小町 10 1,000 

半藤泰蔵 中魚沼郡中屋敷村 10 1,000 

布川小平 新潟区新潟上大川前通 10 1,000 

高木権太郎 北魚沼郡小出島村 10 1,000 

渡辺忠吉郎 中魚沼郡真人村 8 800 

井口泰五郎 北魚沼郡小出島村 8 800 

渡辺文右衛門 北魚沼郡小千谷町 8 800 

野中善助 北魚沼郡小千谷町 7 700 

広田喜太郎 刈羽郡横沢村 7 700 

三井田助右衛門 刈羽郡比角村 7  700 

安達久賀 東京牛込揚塲町 5 500 

小林茂吉 北魚沼郡小千谷町 5 500 

須藤三重郎 北魚沼郡小千谷町 5 500 

野沢三郎左衛門 北魚沼郡小千谷町 5 500 

加藤惣左衛門 北魚沼郡小千谷町 5 500 

山田又治郎 北魚沼郡小千谷町 5 500 

平沢勘吉 北魚沼郡小千谷町 5 500 

木島三平 北魚沼郡小千谷町 5 500 

岩田善吉 北魚沼郡小千谷町 5 500 

小島嘉兵衛 北魚沼郡小千谷町 5 500 

川井平治 北魚沼郡小千谷町 5 500 

須藤清左右 北魚沼郡小千谷町 5 500 

郷金六 北魚沼郡小千谷町 5 500 

山岸仙左衛門 北魚沼郡小千谷町 5 500 

岸要作 古志郡十日町村 5 500 

深井清八 三島郡来迎寺村 5 500 

松井惣一郎 三島郡朝日村 5 500 

川崎藤治郎 三島郡吉崎村 5 500 

武沢茂吉 三島郡寺泊町 5 500 

広川幸吉 三島郡飯塚村 5 500 

星名佐藤治 中魚沼郡上野村 5 500 

福原吉郎治 中魚沼郡真人村 5 500 

増田定助 中魚沼郡仙田村 5 500 

高橋喜平 中魚沼郡仙田村 5 500 

増田安太郎 中魚沼郡仙田村 5 500 

半田善四郎 中魚沼郡仙田村 5 500 

高野佐太郎 中魚沼郡仙田村 5 500 

山田七右衛門 中魚沼郡岩沢村 5 500 

佐藤忠造 中蒲原郡水原町 5 500 

久保東六 南蒲原郡今町新田 5 500 

佐藤清平 南蒲原郡見つけ町 5 500 
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阿部半十郎 西蒲原郡渡部村 5 500 

小川義治 南蒲原郡島田村 5 500 

大竹益三 南蒲原郡中之島村 5 500 

小黒弥八 南蒲原郡中之島村 5 500 

山崎治郎蔵 中蒲原郡中之島村 5 500 

高橋又太郎 南魚沼郡六日町村 5 500 

柳瀬万吉 北魚沼郡小出島村 5 500 

平田清吉 刈羽郡柏崎町 5 500 

木島丈吉 三島郡道半村 5 500 

柳沢利七 北魚沼郡小出島村 5 500 

小杉初右衛門 北魚沼郡小出島村 5 500 

大塚豊太郎 三島郡片貝村 5 500 

小林仁五右衛門 刈羽郡比角村 5 500 

山岸忠蔵 北魚沼郡土川村 5 500 

酒井文吉 北魚沼郡田尻村 5 500 

渡辺亀三郎 中魚沼郡真人村 5 500 

長部杉四郎 古志郡千手町村 5 500 

田中平作 三島郡飯塚村 5 500 

小川仁八郎 三島郡北野村 5 500 

関弥一郎 三島郡浦村 5 500 

佐藤弥三郎 三島郡来迎寺村 5 500 

川村利吉 羽前国置賜郡小出村 5 500 

田中仁四郎 三島郡富岡村 5 500 

田中貞治 刈羽郡相ノ原村 4 400 

伊倉昌三 北魚沼郡小出島村 4 400 

渡辺瀧右衛門 北魚沼郡千谷川村 4 400 

新保弘六郎 北魚沼郡千谷村 4 400 

松原五右衛門 北魚沼郡小出島村 4 400 

小林見璃 北魚沼郡小千谷町 3  300 

麻田覚音 北魚沼郡小千谷町 3 300 

佐藤半左衛門 北魚沼郡小千谷町 3 300 

渡辺善兵衛 北魚沼郡小千谷町 3 300 

平沢文七 北魚沼郡小千谷町 3 300 

保科祐三郎 北魚沼郡小千谷町 3 300 

和田太吉 北魚沼郡小千谷町 3 300 

野沢又兵衛 北魚沼郡小千谷町 3 300 

広川忠蔵 北魚沼郡小千谷町 3 300 

大川新蔵 北魚沼郡小千谷町 3 300 

久保田寅蔵 北魚沼郡小千谷町 3 300 

船岡芳勝 北魚沼郡小千谷町 3 300 

小船井芳三郎 北魚沼郡小千谷町 3 300 

久保田嘉六 北魚沼郡小千谷町 3 300 

小田島平八 北魚沼郡小千谷町 3 300 

高橋栄吉 北魚沼郡小千谷町 3 300 
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高橋定七 三島郡宮川新田 3 300 

安原徳栄 三島郡来迎寺村 3 300 

山崎孫左衛門 三島郡高梨村 3 300 

山崎太市 三島郡高梨村 3 300 

上林津三郎 三島郡寺泊町 3 300 

前田彦蔵 三島郡寺泊町 3 300 

前田平次郎 三島郡寺泊町 3  300 

野沢守之助 中魚沼郡野口村 3 300 

丸山源吉 中魚沼郡千手村 3 300 

岩野七十郎 刈羽郡横沢村 3 300 

和田小三郎 北魚沼郡小栗田村 3 300 

杵淵六郎 北魚沼郡稗生村 3 300 

星野道太郎 北魚沼郡千谷川村 3 300 

堀沢善九郎 北魚沼郡中山村 3 300 

山田五郎右衛門 北魚沼郡西川口村 3 300 

真島兵内 北魚沼郡西川口村 3 300 

岡村久平 北魚沼郡西川口村 3 300 

伊藤仁兵衛 北魚沼郡小出島村 3 300 

星嘉藤治 北魚沼郡小出島村 3 300 

松原浅之 北魚沼郡小出島村 3 300 

渡辺寛蔵 北魚沼郡小出島村 3 300 

星野勝太郎 北魚沼郡田尻村 3 300 

佐藤広次郎 中蒲原郡白根町 3 300 

遠藤九右衛門 古志郡四郎丸村 3 300 

小林辰二郎 北魚沼郡千谷村 3 300 

有阪八右衛門 刈羽郡比角村 3 300 

近藤文助 刈羽郡柏崎町 3 300 

植木武太夫 刈羽郡柏崎諏訪新田町 3 300 

水巻市太郎 刈羽郡比角村 3 300 

中村金次 刈羽郡比角村 3 300 

洲崎寅之助 刈羽郡比角村 3 300 

小林茂兵衛 刈羽郡柏崎町 3 300 

山崎斧右衛門 三島郡高梨村 3 300 

樋熊仲右衛門 中魚沼郡中新田 3 300 

松木源了 刈羽郡新町村 3 300 

丸山武七 三島郡片貝村 3 300 

新野文資 三島郡片貝村 3 300 

佐藤理七 三島郡片貝村 3 300 

高橋誠蔵 三島郡来迎寺村 3 300 

齋藤九一郎 北魚沼郡小千谷町 2 200 

井口官蔵 北魚沼郡小千谷町 2 200 

杉山徳蔵 北魚沼郡小千谷町 2 200 

山田清吉 北魚沼郡小千谷町 2 200 

篠田善吉 北魚沼郡小千谷町 2 200 
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風間嘉七 北魚沼郡小千谷町 2 200 

今井清次郎 北魚沼郡小千谷町 2 200 

渡辺茂吉 北魚沼郡小千谷町 2 200 

小田島安兵衛 北魚沼郡小千谷町 2 200 

池与三治 北魚沼郡小千谷町 2 200 

片山新左衛門 北魚沼郡小千谷町 2 200 

五十嵐縫之助 北魚沼郡小千谷町 2 200 

岩渕与七 北魚沼郡小千谷町 2 200 

増川善兵衛 北魚沼郡小千谷町 2 200 

久保田亀吉 北魚沼郡小千谷町 2 200 

須田定次 北魚沼郡小千谷町 2 200 

野口平六 北魚沼郡小千谷町 2 200 

早川芳田 北魚沼郡小千谷町 2 200 

今井和吉 北魚沼郡小千谷町 2 200 

渡辺治左衛門 北魚沼郡小千谷町 2 200 

渡辺辰太郎 北魚沼郡小千谷町 2 200 

宮下藤太 南魚沼郡六日町村 2 200 

高橋三郎 三島郡道半村 2 200 

阿部勇蔵 三島郡道半村 2 200 

大平皆蔵 三島郡高梨村 2 200 

岡村伊兵衛 三島郡高梨村 2 200 

大平六兵衛 三島郡高梨村 2 200 

指田慎治 三島郡寺泊町 2 200 

真木藤平 三島郡飯塚村 2 200 

平石治平 三島郡飯塚村 2 200 

藤巻伊三郎 中魚沼郡真人村 2 200 

渡辺和助 中魚沼郡真人村 2 200 

中澤堅治 刈羽郡横沢村 2 200 

中澤五郎太 刈羽郡横沢村 2 200 

田中恒七 刈羽郡相ノ原村 2 200 

樋口和作 刈羽郡上新田町 2 200 

高木仙松 北魚沼郡小出島村 2 200 

伊倉長三 北魚沼郡小出島村 2 200 

桜井又右衛門 北魚沼郡小出島村 2 200 

伊藤馬司治 北魚沼郡小出島村 2 200 

井口半兵衛 北魚沼郡小出島村 2 200 

柳瀬柳七 北魚沼郡小出島村 2 200 

松井兵蔵 北魚沼郡長堀村 2 200 

茂野藤太 北魚沼郡中家村 2 200 

酒井準三 北魚沼郡下新田 2 200 

関谷貞三郎 南蒲原郡上新田 2 200 

中林六郎 北魚沼郡西川口村 2 200 

谷内幸蔵 中魚沼郡岩沢村 2 200 

水落八郎 中魚沼郡上組村 2 200 
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佐藤孫七 北魚沼郡三仏生村 2 200 

小林祐八 三島郡深沢村 2 200 

矢尾板六三郎 古志郡高山村 2 200 

藤塚四平 三島郡片貝村 2 200 

小川玄節 三島郡片貝村 2 200 

小林吉四郎 三島郡岩田村 2 200 

永井善平 三島郡来迎寺村 2 200 

岡村忠蔵 北魚沼郡西川口村 2 200 

和田栄蔵 北魚沼郡三仏生村 2 200 

渡辺清衛 北魚沼郡小千谷町 1 100 

川井権六 北魚沼郡小千谷町 1 100 

中町清兵衛 北魚沼郡小千谷町 1 100 

久保田松次郎 北魚沼郡小千谷町 1 100 

石阪源七 北魚沼郡小千谷町 1 100 

渡辺彦蔵 北魚沼郡小千谷町 1 100 

米山四郎兵衛 北魚沼郡小千谷町 1 100 

関直次郎 北魚沼郡小千谷町 1 100 

岡元又蔵 北魚沼郡小千谷町 1 100 

織田与吉 北魚沼郡小千谷町 1 100 

中林和三次 北魚沼郡小出島村 1 100 

大村文七 北魚沼郡小出島村 1 100 

伊藤惣右衛門 北魚沼郡小出島村 1 100 

伊倉治平 北魚沼郡小出島村 1 100 

伊藤吉左衛門 北魚沼郡小出島村 1 100 

藤岡権左衛門 北魚沼郡小出島村 1 100 

小島常八 北魚沼郡小出島村 1 100 

新木万六 北魚沼郡小出島村 1 100 

田中平七 北魚沼郡小出島村 1 100 

伊藤久兵衛 北魚沼郡小出島村 1 100 

伊倉平兵衛 北魚沼郡小出島村 1 100 

井口庄蔵 北魚沼郡小出島村 1 100 

小島善八 北魚沼郡小出島村 1 100 

金子善平 北魚沼郡小出島村 1 100 

桜井八十八 北魚沼郡小出島村 1 100 

阿達周策 北魚沼郡小出島村 1 100 

佐藤幸七 北魚沼郡佐梨村 1 100 

山内長次郎 北魚沼郡佐梨原新田 1 100 

高橋喜七 北魚沼郡四日町村 1 100 

池澤常七 北魚沼郡四日町村 1 100 

中村角太郎 北魚沼郡葎沢村 1 100 

戸田幽 北魚沼郡葎沢村 1 100 

桜井政吉 北魚沼郡一日市村 1 100 

星慶蔵 北魚沼郡四日市村 1 100 

坂西惣四郎 北魚沼郡四日市村 1 100 



長岡大学 研究論叢 第 12 号（2014 年 7 月） 

 - 68 - 

米山安太郎 北魚沼郡七日市新田 1 100 

鈴木六三郎 北魚沼郡薪保村 1 100 

中林久之助 北魚沼郡川口村 1 100 

丸山平四郎 三島郡片貝村 1 100 

長谷川松七 三島郡来迎寺村 1 100 

小林五三郎 三島郡来迎寺村 1 100 

佐藤与吉 刈羽郡武石村 1 100 

本田治三郎 三島郡片貝村 1 100 

新保清吉 北魚沼郡千谷村 1 100 

木村与三治 三島郡深沢村 1 100 

丸山源蔵 三島郡宮川新田 1 100 

小森庄七 三島郡道半村 1 100 

田中権七 三島郡飯塚村 1 100 

内藤甚松 三島郡飯塚村 1 100 

人員総計三百十三名  株数総計 3,000 株 金印総計 30 万円 

 

 




